
令和５年度福島県地域開発事業会計

当初予算の概要

令和５年３月
福島県企業局

小名浜臨海工業団地 会津若松工業団地

工業の森・新白河Ａ工区





地域開発事業は、本県に企業を誘致し、産業の振興や雇用の創出に寄与するため、
工場用地をはじめ、業務用地、住宅用地を造成し、供給する事業を行ってきました。
これまでに１３の工業団地等の造成を行い、１５４社の企業誘致により約１万５千人
の雇用を創出しました。

令和２年度の事業の廃止決定に伴い、令和２年度末をもって未分譲資産を福島県の
商工労働部へ移管しております。

当局では令和６年度の事業廃止まで、事業の企業債残債の償還業務、決算、事業の

清算を行っており、平成30年度より一般会計から繰り入れている負担金（毎年度
13.3億円）を財源として企業債（残債）の繰上償還を行い、利子負担の軽減を図って
おります。

また、一般会計から繰り入れている負担金を営業外収益として計上することで生じ
る純利益は、毎年度、累積欠損金と相殺するとともに、議会の議決を得た上で、令和
６年度まで資本金を減資することで、累積欠損金の解消を図ってまいります。

【収支の状況（税込）】

収益的収支
（単位 千円）

収入
1,330,004

支出
15,060

収入
0

支出
1,313,906

（単位 千円）

資本的収支

【収益的収支】
収入13億3,000万4千円、支出1,506万円のため、

当年度純利益は13億1,494万4千円となる。

【資本的収支】
収入0円、支出13億1,390万6千円のため、13億

1,390万6千円の収支不足が発生するが、この不足
分については、自己資金で補てんする。

一般会計
負担金

1,330,000
100.0％

その他収入
4

職員給与費
7,262
48.2％

支払利息
5,058
33.6％

その他費用
2,740
18.2％

当年度純利益
1,314,944

収支不足
△1,313,906

企業債等
償還金

1,313,906

令和５年度当初予算 編成方針及び概要
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前年度予算額との比較（税込）

営業収益は分譲事業を福島県商工労働部へ移管したため、計上しておりません。
営業費用は1,000万円で、職員給与費などを見込んでおり、営業収支は1,000万円の赤字

を見込んでおります。
営業外収支は、企業債償還財源となる一般会計負担金の収益によって13億2,494万４千円

のプラスとなり、13億1,494万4千円の経常利益を見込んでおります。
このほか、特別利益、特別損失を計上することにより、令和5年度の純利益は13億1,494

万4千円を見込んでおり、累積欠損金は約113億円になる見込みであります。

（単位 千円）

【費用の構成】
令和５年度の事業費用として、

1,506万円（税込）を見込んでいます。
構成の内訳としては、職員給与費

48.2％、支払利息33.6％、その他費
用18.2％となっております。
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令和５年度予算額

（a）

令和４年度予算額

（b）

増減額

（a-b）

比較

（a/b×100）

1,330,004 1,330,004 0 100.0

経常収益 1,330,003 1,330,003 0 100.0

営業収益 0 0 0 0.0

1,330,003 1,330,003 0 100.0

一般会計負担金 1,330,000 1,330,000 0 100.0

その他 3 3 0 100.0

1 1 0 100.0

15,060 28,008 △ 12,948 53.8

15,059 28,007 △ 12,948 53.8

営業費用 10,000 10,379 △ 379 96.3

職員給与費 7,262 7,641 △ 379 95.0

負担金 2,610 2,610 0 100.0

その他 128 128 0 100.0

営業外費用 5,059 17,628 △ 12,569 28.7

支払利息 5,058 17,627 △ 12,569 28.7

その他 1 1 0 100.0

1 1 0 100.0

1,314,944 1,301,996 12,948 －当年度純損益

項目

特別利益

特別損失

事業収益

事業費用

営業外収益

経常費用



600t/d

600t/d

600t/d

600t/d

5,000t/d

6,750t/d

7,500t/d

14,000t/d

600t/d

1,200t/d

6,800t/d

7,300t/d
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